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＜はじめに＞ 

「JICA海外協力隊を応募したい。」そう思ったのは、大学生の時に授業の一環でタイの授業

視察に行ったときのことである。「外国で教員として働いてみたい。」とその時思った。理由は

２つある。 

１つ目は「外国の教育について知りたい」と思ったことである。タイでは、日本では行われ

ていない教育活動があった。教師をするにあたって、一つの考えだけではなく、もっと広い視

野を持って子どもたちと関わりたいと感じ、「ぜひ外国へいって、もっといろいろな教育方法を

学びたい」と思った。 

２つ目はナイトマーケットに行ったときのことである。道を歩いていたとき、ある少女と、

両足のない少女のお母さんに出会った。少女はお母さんのためにお金を得ようとしているよう

だった。一緒にいたタイの学生が私に「この子は学校へは行っていない」と言った。その時私

は、「このままこの少女は、路上でお金を稼いでいくのだろうな。」と思った。 

タイの学生の言葉を聞いた後、私は、「子どもたちに自分の将来の夢をもってほしい。でも、

夢をもつためにはまずいろいろなことを知ることが必要で、いろいろなことを知るためには学

力が必要だ。」と考えるようになった。そこで、教育学部に所属していた当時の私は、「教育で

何かしら力になれないか」と考えるようになった。その後、まずは日本で５年間教員として、

ある程度の教育技術を磨いた。そして 2017 年、「すべての子どもに学力を」という思いで、

JICA 海外協力隊への応募を決意した。 

 そんな思いで応募をしてから、ボリビアへ派遣され、活動をして１年９か月が経った。実際

のところ、ボリビアでの私経験は、すべてが楽しいと言えるものではなかった。異文化理解、

言語の壁、経験の少なさなどの悩みは最後まで決してなくなることはなかった。ただ現在、「ボ

リビアに来てよかった。」と心から思えている自分がいる。 

私にとってこの１年９か月は、「自分の教職経験を見つめなおし、新たな目標を見つけられた

時間」であった。５年間日本で教壇に立ち、その後ボリビアへ来たことにより、「自分が教師と

して、そして子どもたちと関わるにあたって大切にしたいこと」、そして「これからの自身の夢」

が明確になった。これから自分の経験を子どもたちに、勤務校にそして三重県に還元していけ

ることを楽しみにしている。 

この記録は、協力隊活動をいろいろな人に知ってもらうために作成した。ここには私の１年

９か月の全活動が詰まっている。成功したことも失敗したことも、すべて私の活動。いろんな

人に読んでもらえればと思う。 
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＜活動計画＞ 

ボランティアは、派遣して半年経った後に、配属先の方々とともに「活動計画表」を作成す

る。この活動計画表をもとにしながら、配属先の方々と活動を進めていく。 

初めのころは、各クラスの授業観察をして、自身で学校の現状と課題を考えた。その後、2018

年の 12月に先生たちと一緒に活動計画表を作成した。活動計画を考えるワークショップでは、

先生方に学校の現状を話し合ってもらい、それに基づいて目標を立てた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この活動計画に基づいて、先生方といくつかの活動を行ってきた。まずはその活動内容につ

いて詳しく書いていく。 

 

 

 

 

 

⚫ 先生方が客観的に自分の授業を振り返られる方法を用いた技術の移転 

⚫ 先生方が一定のレベルで、 

どの授業であっても同じような流れで授業を展開することができるような技術の移転 

活動目標 

1.学校・学級の目標が明確化される 

 ワークショップを開催し、現状把握を全教員で行う 

現状の課題をもとにして、全教員で話し合いを行い、学校目標をつくる       

 各学級それぞれが学校目標をもとにしながら、学級計画シートをつくる    

 教員同士、学級経営に関する情報交換や、 

目標に沿った指導ができているか意見交換を行う 

 

2.教員の技術のさらなる向上が見られる 

 算数、国語の授業を私と共同で作る     

定期的に研修を開催する 

研究授業を行う 

3.教員が継続して技術力向上に努められるような環境が整う  

研修ができる体制をつくる 
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＜活動詳細＞ 

1．学校・学級の目標が明確化される 

①学級指導計画の作成 

先生方と学校の現状と課題に

関する分析を行った結果、３つ

の課題が出てきた。その１つが

「目標の設定」であった。指導計

画を立て、さらに継続的な指導

ができるよう、学期はじめの２

月に「学級指導計画」を作成して

もらった。 

計画表には、それぞれ「学級目

標」「今年特に子どもたちにでき

るようになって欲しいこと」「学

級の状態」「学級の状態からさら

に良くするために必要な指導」

を書いてもらった。「学級の状態」

と「必要な指導」としては、学習

面だけではなく、子どもたちの

生活面に関しても書いてもらっ

た。というのも、先生との課題分

析の際に、「子どもたちの生活面

の態度が気になる」という言葉がたくさんでてきた。私にとって、授業力ももちろんであるが、

学級経営力も教員とって必要なことだと思っている。授業力と学級経営力は常に自転車の車輪

のように、両方ないと成立しない。そこで、どのようなことが現在課題であるのか書いてもら

った。 

 

②学校・各クラスの現状把握、意見交換、ルール作成 

 各先生がいい実践をしていたり、教え方に困っていたりしても、

あまり意見交換をすることがないのが気になった。そこで、職員

会議や私が主催する研修会の際に、クラスの現状を話し合ったり、

どんな教え方をしているのかを共有したりする時間を設けた。 

 また、2020年２月には、先生方と一緒に学校のルール作成を



 | 4 

 

行った。ルール作成の際には、まず、子どもたちの課題を全員で意見交換・共有をした後、５

つのルールを決めた。また、そのルールは各クラスに掲示をしたり、生徒指導部の先生に子ど

もたちへの周知をお願いしたりした。 

 

2．教員の技術のさらなる向上が見られる 

 この活動が、１年９か月で一番重点的に行った活動である。主な活動は以下の３つである。 

 ①校内研修の実施 

 ②授業改善 

③研究授業 

 それぞれの活動を詳しく説明していく。 

①校内研修の実施 

 2018年９月から月に１回程度、校内研修を行った。研修では、教科に関係なく使えるよう

な技術の紹介をした。教科ごとの技術移転となると、各学級の状況によって、必要なことが違

ってくるためである。研修によっては、学年ごとに開催することもあった。 

研修では、先生方に「これならできそう」と思ってもらうこと、そして「自分ならどうする

か」ということを考えてもらうことを目標として行ってきた。行った研修は以下の研修である。 

 

 日付 内容 

① 2018 年９月２７日 聴く指導について 

② 2018 年１０月３１日 研究授業について 

③ 2018 年１１月２２日 黒板の使い方について 

④ 2018 年１２月７日 課題分析ワークショップ 

⑤ 2018 年１２月１２日 活動計画についての説明 

⑥ 2019 年２月４日 「黄金の３日間」について 

⑦⑧⑨ 2019 年３月１４日１５日２１日 算数の授業の組み立てについて 

⑩ 2019 年４月３０日 学級経営力、授業力チェック 

⑪ 2019 年６月１２日 効果的な授業とは？ 

⑫ 2019 年８月１４日 聞く、話す指導について 

⑬ 2019 年９月４日 読む指導について（低学年向け） 

⑭ 2019 年９月２５日 授業の組み立て方について 

⑮ 2019 年 10月 16日 文章題の指導について 

⑯ 2020 年 2月 7日 ルール作りのワークショップ 

⑰ 2020 年 2月 12日 ゴミを拾う指導について 
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⑱ 2020 年 2月 19日 座席配置について 

⑲ 2020 年 2月 26日 机間指導、褒め方について 

また、2019年４月以降の研修の際には、「授業力チェッ

クシート」と「学級経営力チェックシート」の結果を見て、

カウンターパートや校長先生と相談しながら来月のテーマ

を決めた。さらに研修では、先月のアンケートの結果を提示

して、「なぜこのテーマで研修を行うのか」という趣意説明

を必ず付け加えた。 

 

 

 

 

 

②授業改善 

授業改善として行ったことは「授業の構成の改善」、「『ラーニングピラミッド』を用いた授業

の展開」、「板書の改善」、「『授業力チェックシート』と『学級経営力チェックシート』を用いた

自己評価の実施」、そして「『授業記録グラフ』を用いた授業の改善」である。活動計画を決め

る際に、子どもたちの学力を中心として活動を行うか、先生たちの授業力向上を中心とした活

動を行うか悩んだ。ただ、前任のボランティアが子ど

もたちの学力（とくに計算力）を中心とした活動をし

ていたため、ある程度先生方も計算力に関する指導は

できていた。そこで私は、先生方の授業力向上を中心

とした活動を行った。 

  まず、「授業の構成の改善」についてである。ボリビ

アの学校は１コマ８０分間あり、どうしても子どもた

ちは集中が途切れてしまう。また、授業を観察してい

る際に、「計算練習に使う時間の長さ」「子どもたちの

考える時間の少なさ」を感じた。そこで授業を「導入・

展開・まとめ・練習」という４つのパートに分けて授

業を展開していく方法を伝えることにした。 

はじめに、校内研修で授業の構成に関する研修を行

った。その研修では、「指導案シート」を使って一緒に

授業を考えた。授業を考える際には、「導入・展開・まとめ・練習」という４つのパートに分け
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た表の中に、それぞれの時間にどのような活動を行うか、そして授業で困り感を持つ子どもた

ちにどういう手立てを行うかを書いてもらった。 

  しかし、先生たちにとって新しい方法であったため、なかなかどのように授業を展開してい

けばいいか難しかったようだった。そのため、どのような展開方法があるのかという例を見せ

るために、各クラスをまわり、算数の授業を実際に行い、その後、先生方と一緒に「指導案シ

ート」を用いて授業を行った。 

  次は、「『ラーニングピラミッド』を用いた授業の展開」である。初めのころ、授業観察をし

ていると、「教え込み」のような授業ばかり行われていた。子どもたちは先生が黒板に書いたこ

とを写し、その後計算練習をする……という感じであった。「子どもたちにとって、授業の中で

答えを知るということよりも、ある問いに向かっていろいろなことを考え、意見交換をするこ

とが大切なのではないか」とずっと考えていた。そんなある日、パラグアイの小学校教育隊員

が研修内容をシェアしているのを見た。そこには、「ラーニングピラミッド」が紹介されていた。 

  「ラーニングピラミッド」とは、学習方法と平均学習定着率の関係を表す図となっている。

能動的になればなるほど学習の定着

化を図れるとされている。定着率が

高くなるほど、他者との関わりも必

要となってくる。子どもたちの学習

のために、先生方にぜひそのような

学習方法を知ってほしいという思い

で、研修を行った。また、研修を行う

だけではなく、「指導案シート」にこ

の図を入れ、常に意識をしてもらっ

たり、授業を観察する際に用いる「授

業チェックシート」にもこの図を入

れた。先生方の授業で使われている

学習方法に印をつけ、先生方の授業はどのような方法を使っているのかを客観的に見てもらっ

たりした。 

  次に、「板書の改善」である。授業観察をしている際に、先生たちの板書が気になった。基本

的に式と計算、答えを書いたりするだけで、板書を効果的に使っていないと感じた。また、2018

年に行った研究授業の後に、「先生たちの板書の使い方が気になるので、板書の効果的な使い方

について研修をしてほしい」と校長先生からの提案があったため、板書の改善を行うことにし

た。 

講義を受ける 

資料や書籍を読む 

視聴覚教材による学習 

実演を見る 

他者と議論する 

実践による経験、練習 

他者に教える 

５％ 

１０％ 

２０％ 

３０％ 

５０％ 

７５％ 

９０％ 
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 板書の研修では、実際自分が行った授業の板書の 

写真を例に出し、「めあて・導入・展開・まとめ・練

習」のそれぞれの時間の板書をどのように、どの場

所に書くとよいかという説明を行った。ただ、ボリ

ビアの黒板は日本の黒板より狭いこと、そして先生

たちにとって新しい方法であったため、初めのころ

はこの板書方法が受け入れにくかった。そのため、

ボリビアの黒板でどのように行えば

いいかの例を見せるために、各クラス

で算数の授業を行った際に、板書計画

も先生に渡し、見てもらった。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

2018年の板書例 

先生たちに板書の例を見せた 
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続いて、「『授業力チェックシート』と『学級経営力チェックシート』を用いた自己評価の実

施」についてである。 

学級指導計画を書いた後、先生方は毎月、その指導計画に関して自己評価している。その自

己評価は記述式で、今月はどんなことができたか、そして来月は指導計画のどういうところを

頑張りたいかを書いてもらっていた。ただ、授業を観察したり、自己評価を見たりしている中

で、まだまだ先生方の自己評価の基準が曖昧であったり、また、先生方からどのように自己評

価をすればいいのかわからないという声があったりした。そこで、学級指導計画表の自己評価

とともに、私が作成した「授業力チェックシート」と「学級経営力チェックシート」も同じよ

うに毎月、自己評価をしてもらうことにした。先生方には「この自己評価は、現在の授業力や

学級経営力を批判するものではなく、現在の状態を知ることでさらに良くするために用いる」

ということをあらかじめ伝えて行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業力チェックシート 学級経営力チェックシート 
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ただ、授業力や学級経営力に

ついて、毎月１回の自己評価だ

けでは意識が薄れていくこと

も考えられた。そのため、私が

授業を観察する際には、「授業

チェックシート」を用いて観察

を行った。 

ABC のチェック項目のとこ

ろは、「授業力チェックシート」

と「学級経営力チェックシー

ト」と同じものである。さらに

「授業チェックシート」には、

私の授業に関するコメントが

書ける場所を作った。先生方は

休み時間も忙しいので、話す時

間があまりない。そこで、ここにコメントを書いて渡した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最後に、「『授業記録グラフ』を用いた授業の改善」である。先ほども述べたように、「授業の

中で、子どもが意見を発表する場が少ない」と感じていたので、2019 年７月から「授業記録

グラフ」を用いて、「授業時間の細部の見える化」を行った。グラフは１分ごと区切られた表と

なっている。 
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先生が主導の時間（教えていることが中心の時間）は、横向きの矢印を引いていく。子ども

たちが主導の時間（発表をしたり、意見交換をしたりすることが中心の時間）は、斜め向きの

矢印を引いていく。つまり、先生が話してばかりの授業だと、グラフは上の例のようにまっす

ぐで平らなグラフとなる。一方、子どもたちが活躍する授業だと、グラフは下の例のように右

斜め上を向いたグラフとなる。 

 

このように、授業の見える化を行うことによって、自分がどれくらい話してしまっているか

を感じることができるのではないかと考えた。 

 

③研究授業 

研究授業は、2018 年１１月と 2019 年１０月の計２回行った。2019 年の研究授業は、

私といつも活動をしてくださっている先生方にお願いをして授業をしてもらった。私といつも

活動している先生方は、１年半で改善された箇所が多く、それを他の先生方に見てほしかった

からである。 
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2019年１０月８日 １Ａ「長さ」 

2019年１０月１１日 ４Ｃ「分数」 

2019年１０月１７日 ２Ａ「割り算」 

2019年１０月１８日 ３Ｃ「角の大きさ」 

2019年１０月２２日 ６Ｂ「グラフ」 

研究授業の２週間前には、１週間毎日そこのクラスの

授業観察を行い、「授業力チェックシート」や「授業記録

グラフ」用いてさらに改善できるところを伝えた。さら

に、その１週間で、指導案と板書計画を一緒に考えた。 

 

 

          

 

 

 

また、授業を考える際には、「具体的な操作など、子どもた

ちが自ら考えられるような場面を入れること」を条件に、先

生たちと一緒に授業を考えた。 

 

 

 

 

指導案 

板書計画 
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さらに、2018年１１月の研究授業と変えたところは、「授

業を見ている人たちがその授業を評価すること」である。私

が毎日使っている「授業チェックシート」を使って評価して

もらった。毎回自己評価をしているが、他の人の評価をする

ことで、さらに各項目の理解にも繋がると考えたからであ

る。また、項目があることによって、研究授業の検討会の際

に、みんなが同じ基準で話を進めることができると考えたか

らである。 

 

 

研究授業後には、その学年と校長先生が出

席して事後検討会を行った。この際には、さ

きほどの「授業チェックシート」と、私が記

録をした「授業記録グラフ」をもとに話を進

めていった。 

 

 

 

 

 

 

3．教員が継続して技術力向上に努められるような環境が整う  

１年９か月、研修部の先生方と関わりながら活動を行った。配属先には、学校の教育活動に

関わるいくつかの委員会が存在する。その１つとして「研修部」という部会がある。研修部の

先生方は、主に学校の授業や成績に関すること、そして学校行事に関することについて活動す

る先生方である。研修部の構成は、学校長先生、カウンターパート、そして各学年の先生が１

人ずつ配属していた。研修部と関わることにより、①各学年の課題や悩みを収集しやすく、研

修にいかせること、②他の先生方に情報が伝えやすいこと、そして、③私が帰国後もその先生

たちをリーダーとして研修が行えると考え、一緒に活動をしてもらった。主な活動としては、

研究授業についての計画、来年度の研修計画を立てた。 

さらに、2019 年最後から 2020 年の２月にかけ、生徒指導部の先生とも活動し、学校の

ルール作成を行った。ルール作成のワークショップでは、研修部の先生にファシリテーターに

なってもらいながらルールを決め、子どもたちに周知する際にも、研修部の先生にお願いした。 

参観者のチェック 

授業後の検討会 
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＜活動によって現れた結果・配属先の今後の展望と課題＞ 

1．学校・学級の目標が明確化される 

①学級指導計画の作成 

１８学級のうち、１０学級の先生が学級指導計画を作成した。そこで、１０人の先生方と学

級計画に基づいた自己評価を行っていた。しかし、自己評価をしていく上で、何をできたとし

ていいのかという明確な基準がなかったため、計画に基づく自己評価は難しいということが分

かってきた。そのため、この評価については 2019年の５月に中止した。その代わりに、私が

作成した「授業力チェックシート」と「学級経営力チェックシート」を用いて、子どもの様子

や先生方の日ごろの授業について振り返ってもらった。 

 

②学校・各クラスの現状把握、意見交換、ルール作成 

 まず、現状把握についてだが、職員会議の場で必ずクラスの子どもについて話をする時間が

毎回あるので、そこで全体に共有したいことを話すことができた。ただ、現状を話すだけで、

「学校全体で子どもたちをどのように育てていくか」「どのような指導方法が適切か」というこ

とについて考える時間とはなっていなかった。また、ボランティアから見た子どもたちの様子

なども話せたら、いろいろな視点から子どもたちを見ることができただろうと考えるため、最

終報告会ではそのようなことを伝えた。 

 また、学校のルール作成についてだが、2020年２月末、各教室にルールを掲示することが

できた。そして、先生方はこのルールに基づいて子どもたちを指導しようとしていくれている

最中である。今後、先生方がこれをもとに指導をしていくため、一定の指導基準のようなもの

ができるため、いろんなクラスをまわる専科の先生方も以前よりも授業がしやすくなると考え

生徒指導部の先生が中心となって 

学校のルール作成を行った。 
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られる。また、担任が変わっても同じようなルールで指導できるため、学級をスタートしやす

くなるだろう。来年度もぜひ学校のルールを作成してほしいと期待している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．教員の技術のさらなる向上が見られる 

①校内研修の実施 

2019年に実施した、「研修に関するアンケート」では、７０％の先生方が、「自身の授業が

改善された」と感じ、５９％の先生方が、「クラスの子どもたちが前よりも授業態度や授業への

意欲が高まった」と答えた。ただ、課題は残る。 

それは、「先生方の主体性が少し欠ける」ということである。研修の参加率は計１９回で、約

６６％だった。先生によっては午後から別の学校に勤務する先生がいたり、家庭の事情でなか

なか参加できない先生がいたりする。それは仕方のないことではあるが、自己研鑽についてあ

まり意欲的ではない方がいるのも確かである。また、研修は、私が主体となって取り組んでき

た。そのため、先生方が「研修はボランティアから聞くもの」という感覚になってしまってい

る。もっと先生方が主体となって研修が行える環境にする必要があったように感じている。た

だ、「研修」となると重く考えてしまう先生方もいると考えられるので、「それぞれの技術の意

見交換会」などから始めていくといいと考える。 

 

 

 

クラスでルール指導をする様子 
音楽の先生が、クラスに掲示してある 

ルールを使って 

授業のルールを子どもたちと一緒に確認する様子 

研修で伝えたことを 

実践してくれる先生方 
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②授業改善 

まず「授業の構成の改善」についてである。初めのこ

ろは、今日考えるテーマや、子どもたちの考えも書くこ

とがなく、また、黒板が埋まれば消してしまい、子ども

たちの考えの足跡がない状態であったが、少しずつ「導

入・展開・まとめ・練習」の４つのパートで構成された

授業を展開できるようになってきた。また、この構成が

先生方には少し複雑であったようで、初めのころは試み

る先生が少なかったが、私がクラスをまわり、例を見せ

たことにより、理解が深まったように感じる。授業を見

せた後は、積極的に授業をしてくれる先生が増えたり、

「まとめはどのように行ったらいいのか？」という質問

をしてくれたりする先生が増えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、「『ラーニングピラミッド』を用い

た授業の展開」についてである。各クラス

の現状も違うため、なかなかグループで

活動させたり、話し合ったりするところ

までいけないクラスがほとんどであっ

た。しかし、クラスによってはグループ活

動を取り入れたり、互いに教え合ったり

する授業を行う先生も出てきた。「授業シ

ート」にラーニングピラミッドの図を入

れて、その日先生が行った方法に印をす

ることを継続したことで、意識する先生

自ら計画を立てて授業を行った先生 
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も増え、「いつも先生が教えるだけの授業」が少なくなったように感じている。 

次は「板書の改善」についてである。「授業の構成の改善」と同様に、板書の改善は先生方に

は少し複雑であったようで、初めのころは試みる先生が少なかったが、私がクラスをまわり、

例を見せたことにより、理解が深まったように思う。以下の写真は、ある先生の 2018年のこ

ろの板書と、2019年の研究授業の際の板書である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、毎日の授業の板書を家で準備してくる先生も現れた。 
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そして、「『授業力チェックシート』と『学級経営力チェックシート』を用いた自己評価の実

施」についてである。８８％の先生方が、「自己評価が改善に有効だ」と感じ、８２％の先生方

が、自己評価に基づき、自身の授業方法を改善することができた。また、全体の自己評価の結

果では、４月から１２月までの間で、２６項目中１２項目が改善された。いくつか改善された

項目を載せる。 

Puedo dar la clase utilizando 4 partes( Introducción, Pensamiento, Resumen y Práctica). 

（「導入」「展開」「まとめ」「練習」の４つのパートに区切って授業を行うことができる。） 

 
 

Los chicos pueden preparar unas cosas en sus mesas que son importantes en la clase. 

（子どもたちは授業で必要なものを自分の机に準備することができる。） 
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※４月は項目に入れていなかったので結果なし。 
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Muestro el propósito (objetivo) de la clase en la pizarra. 

（黒板にめあてを書いている。） 

 

 

Cuando los chicos piensan solitos, voy a sus mesas y les hablo y les aconsejo. 

（子どもたちが自力解決をしている際に、机間指導をし、褒めたり助言をしたりしている。） 

 

良い結果は見られたものの、今後の課題はある。それは、「自己評価項目の多さ」である。２

つのシートで２６項目もあるので、改善が必要な項目が多く、研修ですべての項目を扱うこと

ができなかった。また、項目が多いことによって、先生たちも改善が必要だと分かっても行動

に移しづらい。そのため、もし今後も継続してこれらのシートを用いていくのであれば、項目
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を改訂したり、または、「今月はここの項目について改善できるように取り組もう」といったよ

うな目標を作ったりすることが必要だと感じる。 

 最後に、「授業記録グラフを用いた授業の改善」についてである。教育隊員にとって、特に授

業改善を主な活動としている隊員にとって一番難しいことは、「変化を見ること」である。「あ

る先生の授業に変化が現れた」と言葉にできたとしても、目に見えて分かることが少ない。た

だ、「授業記録グラフ」は、一個人の意見ではなく、客観的なものなので、これを用いて先生方

に説明したり、アドバイスしたりする方が圧倒的に先生方に受け入れてもらいやすかった。ま

た、「自分はこんなにも話してしまっているのか。」と、先生に見せただけで改善すべきポイン

トに気づいた先生も多かった。授業を観察する際は記録をし、グラフ結果を見せていくと、話

す時間を気にするようになり、変化がでてきた先生も増えた。以下の写真は先生の研究授業の

前の授業記録グラフと、研究授業での授業記録グラフである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まだ全員の先生の改善が見られたわけではないが、これは客観的なデータとしてとても有効

だと感じた。しかし、先生が授業をしながら、この記録をとることはできないので、継続的に

データをとることは難しくなるだろう。ただ、校長先生先生がこの「授業記録グラフ」にとて

も興味を示してくださったので、ぜひ今年度の研究授業でもこれを活用してほしい。 
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③研究授業 

2019年１０月に、計５本の研究授業を行った。７

０％の先生方が、研究授業について好意的で、５８％

の先生方が、「今後も続けていきたい」と答えた。今

回、研究授業に参加を希望しない学年がいたため、全

員が研究授業を行うことは中止した。ただ、技術向上

には、全員が研究授業をすることが望ましいと考え

る。また、研究授業をする環境をさらに構築していく

必要がある。最終報告会では、「研究授業は、先生方

を批判することでない。先生方のいいところを見つけ

るいい機会だ。」と伝えた。ぜひ今年度は、新しいボ

ランティアとともに、全員が研究授業してくれること

を期待している。 

 

3．教員が継続して技術力向上に努められるような環境が整う  

 活動紹介で書いたように、研修部と生徒指導部の先生方と一緒に活動をすることができた。

特に、生徒指導部の先生方には、学校のルール作成の際に、実際にファシリテーターとして活

動をしてもらった。この機会は、先生方が継続して研修を行っていけるための第一歩だったと

思っている。 

 しかし、私がいる間にこのような機会を設けられたのはたった１回であった。2019年１１

月や１２月に、活動の振り返りや、学校の現状把握、そして来年度に向けての計画のワークシ

ョップを企画していたが、ボリビアの情勢悪化により、私が活動できない状況になってしまい、

そのまま長期休みに入ってしまったため、行うことができなかった。これは非常に残念だった。 

 最終報告会では、「先生方で研修を継続する大切さ」を伝えたので、これからも継続していっ

てくれることを期待している。 

 

 

活動を終えてみて感じることは、配属先の受け入れ、ボランティアに対する意識は、おおむ

ねよかったように感じる。配属先の校長先生や数名の先生方は、以前ボリビアで行った JICA

教育プロジェクトに参加したことがあり、さらに、今までに計５名の隊員が配属されていたこ

ともあり、JICA 私に対するイメージも比較的良いと感じた。歴代の隊員が行ってきた活動を

続けようとしている先生方も数名おり、これは配属先と歴代の隊員が毎回継続的に要請を希望

し、連携して活動を継続してきた結果と言えるだろう。 
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ただ、課題となる点は、「ボランティアありきの活動」のようなイメージを持つ先生方が多い

ことである。隊員から何かを学ぼうという意識はとても高く、良いと思われるが、「研修を聞い

て学ぶ」先生方が多く、積極的にお互いの技術の意見交換を行う先生は少ないように感じた。

隊員が帰国後もさらに配属先が改善されるためには、「先生同士で学ぶ」ということがとても大

事となってくると私自身考える。そこに関してのフォローや活動をあまりできずに任期が終わ

ってしまうので、次の要請の際は、「互いに学び合う」という考えを活動初期の段階から念頭に

置き、そこを中心とした活動を組み込むべきだと考える。 

私の活動では、各教科の授業改善というよりは、「授業全般に関わる改善」を行ってきた。そ

のため、大半の先生方が一定のレベルで、どの授業であっても同じような流れで授業を展開す

ることができるようになったり、さらなる改善に向けた自己評価ができるようになったりした。

そして、これらの技術は私が帰国後も、どの教科でも利用していけるものであるだろう。 

ただ、本来の要請内容であった「算数の授業改善」というところは不十分であった。という

のも、各学年で必要としていることは様々で、また、その単元でしか再現ができない。そのた

め、各クラスを回って、その都度必要な技術を各先生に伝えていくことしかできず、全体の研

修としては行えなかった。そのため、さらに一段階、授業改善の段階を進めるため、次は教科

ごとの授業改善が必要だと考える。 

 

＜その他の活動＞ 

①ソーラン指導  

 2018 年の９月から１１月にかけ

て、当時の６年生に向けてソーラン節

の指導をした。日本にとても興味があ

る音楽の先生が私に声を掛けてくれ、

１１月の学校でのダンス発表会に向け

て練習に励んだ。 

 当日は、保護者の方々が作ってくれ

た法被とはちまきで踊った。保護者の

方々がとても協力的だったことを、今

でも覚えている。 
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②配属先以外での研修会 

 配属先以外でも研修会を行ったり、活動紹介をさせていただいたりした。 

日付 場所 内容 

2018年９月２２日 教員養成校 in ラパス 学級経営とは？ 

2018年１１月１４日 元カウンターパートの学校 聞く指導 

2018年１２月１１日 同期の配属先 in ラパス 算数の導入 

2019年３月６日 UMSA（ラパスの大学） 活動紹介 

2019年８月３０日 同期の配属先 in ラパス 計算練習 

2019年１０月４日 タリハ教育事務所 教師と子どもの良い関係づくり 

2019年１２月１０日 同期の配属先 in ラパス ユニバーサルデザイン 

2020年３月４日 UMSA（ラパスの大学） 活動紹介 

 2019年から隊員同士で自主的に行う教育分科会の活動が活発になり、同期の配属先で研修

会を行ったり、別の県へ行って研修会を行ったりした。同期が声を掛けてくれたおかげで、い

ろいろな先生方と知り合うことができたり、いろいろな活動に挑戦できたり、自分にとってい

い経験になった。 

  

 

③日本の勤務校への通信 

 月に１度、日本の勤務校に通信を送っていた。「ボリビアでの楽しい生活を知ってほしい」「ボ

リビアと日本の違いを紹介したい」「私の日常の生活を届けたい」という気持ちで始めた。 

 子どもたちにとって、身近な人が外国に行くというのは結構驚きがあると思う。（実際、私も

中学校のころの担任の先生がイギリスへ行くと聞き、とても驚いたし、イギリスという国に興

味を持ったことを覚えている。）。送った通信は、学校の昇降口に掲示していただき、子どもた

ちだけでなく、保護者の方々にも読んでいただけるようにしている。 
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 楽しみに読んでくれていた子どもたちもいたようで、2018年には、あるクラスの子どもた

ちに質問をもらってそれに答えたり、子どもたちがサルテーニャというボリビアのおやつを作

ってくれたことを私に報告してくれたりして、少しではあるが、日本の子どもたちとの交流も

行うことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③取材（vo1ss さん） 

「vo1ss（ボイス）」という、様々な分野で海外を拠点

に活動している人々のリアルな声を伝えるというメデ

ィアに取材をしていただいた。（2019年 4月 29日に

掲載） 

内容としては、協力隊としての活動の中での楽しさや

やりがい、協力隊を目指したきっかけ、また、協力隊の

活動後、やりたいと考えていることなどについて取材し

ていただいた。自分の活動を、いろいろな方に見てもら

えた良い機会だった。 
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⑤Facebook「教育系隊員ページ」作成 

 2019年６月に Facebook で「教育系隊員ページ」を作成した。 

 現在、多くの教育に関わる隊員がそれぞれの任国で活動している。教育系の隊員が多い国も

あれば、そうでない国もあり、どのように活動をしていけばいいかいろいろな人に相談できず、

日々悩む隊員も多い。また、新卒で隊員になった人も多くおり、実務経験のない隊員にとって、

どのような教材を作れば効果的か、どのような提案を現地の先生たちにしていけばいいか、悩

む隊員も多い。現職教員や現職参加をされた元隊員が情報を共有できるメーリングリストは存

在するが、職種や隊次、そして実務経験などを超えた教育に関わる隊員が何かを共有できる場

は、当時、存在していなかった。そこで、隊員間の情報共有の場を作ることによって、リアル

タイムな悩みを共有したり、日ごろの活動を共有したり、試してみた教材を共有したりする場

を作ることで、自分たちの活動の活性化を図れたり、それぞれの配属先の方々の技術がさらに

向上することが期待できると考え、仲間を募り、ページの作成をした。 

 現在、参加している隊員は中南米、アフリカ、大洋州、アジアの隊員で、計 116名（2020

年３月９日現在）となっている。作成後は、それぞれの隊員の活動紹介を Facebook 上で紹介

しているだけであったが、2020 年２月には、ZOOM アプリを使い、活動に関する意見交換

会を行うことができた。帰国後もこの活動を続けていこうと思っている。 

 

＜私にとって協力隊活動とは・帰国後の目標＞ 

一言で言えば、私にとって１年９か月は「自分の教職経験を見つめなおし、新たな目標を見

つけられた時間」であった。活動の中では、技術移転をしていくなかで様々な課題があり、ど

うしていこうか悩む時期もあった。その中でいつも振り返るのは、日本の勤務校での経験であ

る。何人もの先輩教員の方々が自分の考えを認めてくださった上で、いくつもの教材や指導方

法を丁寧に教えてくださった。それが自分の力になったと感じている。ボリビアの配属先で先

生と関わる上で、自分自身、「先生方の意見や取り組みを認めながら活動をする」ということを

心掛けた。先生方の授業改善のために少しでも力になれたことは、日本の配属先での５年間の

おかげだと思う。 

また、５年間日本で教壇に立ち、その後ボリビアへ来たことによって、「自分が教師として、

そして子どもたちと関わるにあたって大切にしたいこと」、そして「これからの自身の目標」が

明確化された。それは「日本の子どもたちと南米の子どもたちをつなぐこと」、「日本に住む南

米の人たちと関わること」である。 

三重県には多くの南米圏の方が暮らしている。そのため、学校にはたくさんの南米にルーツ

を持つ子どもたちが在籍している。両親の仕事の関係で突然日本に来た子どもたちは、日本語

学習に苦労したり、また大きくなれば、自分のルーツについて悩んだりする子も出てくる。ま
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た、仕事の関係で来た大人の方たちは、日本で生活していくことに苦労する方も多いだろう。

自分自身ボリビアに住んで、いろいろなことに苦労することを、身をもって感じた。そこで、

三重県に住む外国人との交流・サポートを、教師の立場から、そして１人の実際に南米で暮ら

してみた日本人としての立場からしていきたい思っている。 

さらに、もう一つの目標は「子どもに世界を見せること」であ

る。私が子どものころもそうであったが、子どもたちは、外の世

界がどうなっているのか、日本とは違う国はどんな感じなのかを

知りたい子が多いと感じている。実際、６年生を担任していた際

に、一生懸命知っている単語を使ってフィリピン出身の ALT に

たくさん質問していたことを今でも思い出す。そんな子どもたち

のために、「子どもたちが世界を知ることのお手伝い」ができたら

と考えている。 

今の時代、インターネットがあれば、どの国の人ともすぐつながることができるし、国名を

検索すれば、いろいろな写真を見ることができる。だが、実際の物を触ってみたり、実際の話

を聞いたりすることは難しい。私の強みは、実際にボリビアの文化で暮らしてきたという経験

を持っていることである。子どもたちにボリビアの文化や慣習、そして自分が行ってきた活動

について、写真や実際のものを見せたり、実際に子どもたちにボリビアを体験してもらったり

しながら、いろいろなことに興味を持ってもらいたいと思う。 

 

＜最後に＞ 

はじめにも書いたが、この１年９か月、悩まない時期はなかった。うまくいかない活動にど

うしていけばいいのか、自分の殻に閉じこもる日もあった。その中でいつも振り返っていたの

は、日本の勤務校での経験である。 

何人もの先輩教員の方々が、自分の考えを認めてくださった上で、いくつもの教材や指導方

法を丁寧に教えてくださった。ボリビアの配属先で先生と関わる上で、自分自身、「先生方の意

見や取り組みを認めながら活動をする」ということを心掛けた。その考え方は、日本の先輩教

員の方々が私に教えてくれたことだった。先生方の授業改善のために少しでも力になれたこと

は、日本の配属先での５年間のおかげだと思っている。 

これから帰国するにあたって、遠く日本から私のことをたくさん支えてくださった同僚の先

生方、友人、そして家族に感謝の気持ちを伝えつつ、また一から日本で教員として頑張ってい

こうと思う。そして、新たな目標に向かって一歩ずつ努力していこうと思う。 

 

 

2019 年 12 月 31 日 

ウユニ塩湖にて 


